
３／１５ 校長室より №386 

 明日、第 66 回目の卒業証書授与式です。卒業式といえ

ば、我々の年代は「３年 B 組金八先生」の最終回！ 卒業

式後に金八先生が教室で生徒に語りかける場面は毎回感動

的でした。その中でも私が印象に残っている言葉がありま

す（何回目のシリーズかは忘れましたが）。覚えている方もい

らっしゃるでしょうが紹介します。 
 

出発にあたり、心がいきいきする条件を伝授します。若草が

緑を増すための条件は何でしょう。それは光、水、二酸化炭素。

これらがあってはじめて光合成ができます。同じように、心がい

きいきするためにも条件が必要です。それは････、「か行」の一

つひとつに「い」を付けてみてください。 
 

やりがい、生きがい、働きがい･･･。何でもいいか 

          ら、心が「甲斐
か い

」を感じるようなことを探してくださ 

い。 
 

他の人が「こいつ、不思議なやつだ」「奇妙なや 

つだ」と思うくらいの強い個性を磨き、伸ばしていっ 

てください。 
 

            悔いを残しなさい。悔いが残ることを恐れて何も 

行動を起こさない。そんな人間になるな！心に悔い 

があるということは、それだけ次への跳躍力がつい 

たこと。心に傷があるということは、その次の傷に負 

けないという抵抗力です！ 心に悔いがあるというこ 

とは、心が強くなった証拠です！ 
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人を敬う、尊敬するということです。偉人ばかり 

でなく、友でも肉親でもいい。心の中に尊敬できる 

人、目標となるような人を必ず一人は持ってほしい 

と思います。 
 

君たちの青春は、これからいよいよ本格的にスタ 

－トすることになります。みずみずしい心をもって、ど 

うぞ素晴らしい恋をいくつもしてください。 
  

明日の式辞では、こんな素敵なメッセージは贈れません

が、卒業生に対する今の私の思いを精一杯伝えたいと思い

ます。 

 

〈今日の修了式のようすです〉 
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〈めざみっこ給食～飯豊中〉 

今年度最後の給食は、１年の須

貝蘭さんが家庭科の学習で考えた

メニューです。 

・野菜と肉をバランスよくとれて、  

みんなが食べやすく、おいしいと 

感じる献立を考えました。 

とのことです。最後の給食、おい

しくいただきました。 


